
  

 

 

 

 

 

 

２月も中旬になりました。今年度も残り１ヶ月ほど。休日を除けば授

業日もあと２０日ほどです。今年度は、ICT機器の利用が進み、授業で

タブレットを活用していろいろな資料を見たり、インターネットで調

べたものをもとに意見を書いて友だちと交流したりするなど、受け身

的な授業ではなく、自分で調べて考える授業が充実してきました。生徒

は覚えるのが早くて、プレゼンなどしてくれるときには、いろいろな資

料を効果的に提示して、分かりやすく説明してくれたりします。みんなとても主体的で生き生きしていて見

ている方も楽しいです。 

先日は、３年生が金融教育というとこで、明治安田生命の方に来ていただき、保険や投資の授業を受けま

した。いざというときのために備える相互扶助の考え方や、お金の価値やどのような増やし方があるかなど

学ぶことができました。この学習をもとに、社会科で投資について学び、参観日では、自分の設立した会社

に投資してもらえるように、プレゼンをして資金を集めるという活動を行いました。保護者の方もどんどん

質問をして、とても楽しく学ぶことができました。発想豊かで明るい未来を感じさせてもらいました。 

英語ではディベートを行いました。英語で意見を述べ、質問したり質問に答えたり、なかなかに高度な学

習です。しっかり英語での意思疎通ができていたグループもあれば、

なかなかうまく理解してもらえないグループもありましたが、何とか

伝えようとする姿が素晴らしかったです。○十年前の英語学習はどち

らかというと「読む・書く」が中心でしたが、今は「話すこと・聞く

こと」、コミュニケーションのツールとして表現することが重要とな

っています。何とか伝えようとすることが、話せるようになる大切な

一歩ですね。今後もがんばってほしいです。 

 

 

 今年度もおはなしポケットの方に読み聞かせに来ていただきまし

た。コロナの流行で、一回無くなってしまい、４回の実施となりまし

たが、毎回、生徒のために興味深いお話を選んで読み聞かせをしてい

ただきました。生徒はすばらしい読み聞かせに、いつも自然に引き込

まれ、聞き入っていました。２・３年生では乱橋に伝わるお話から創

作した紙芝居をしていただきました。２月はマンドリンの音楽も入れていただき、情感たっぷりに演

じていただきました。ぜひ、来年度も宜しくお願いします。楽しみにしています。 
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今年度も素敵な読み聞かせをありがとうございました！ 

 



 

 

２年生が生徒会を引き継いで、２ヶ月が経とうとしてい

ます。当番活動などはスムーズに移行され、軌道に乗って

きました。今は３年生を送る会に向けて、１・２年生が協

力して準備を進めています。 

先日、自分たちの生活を見直そうと、１・２年生でディスカッション in 聖南を行いました。今回

の議題はタブレット端末の使い方です。今のタブレット端末に関するきまりをみんなで見直すことで、

タブレット端末が貸与された意味を再確認したり、より良い使い方について考えたりする機会になり

ました。自分たちの使い方は目的に合っているのか、なくても良いきまり、新たに定めた方が良いきま

りはないかなど、今の自分たちの現状を踏まえて考え、一人ひとりが真剣に使い方を見直すことがで

きました。中学校生活は、生徒会が中心になってどの子も気持ちよく過ごせるよう、みんなで話し合い

ながら生徒が創り上げていきます。こういう体験を通して、自治の精神も育っていきます。話し合う姿

に今後が楽しみになりました。これまでの先輩に負けない生徒会、よりよい学校をつくっていってく

れることでしょう。きっと、３年生も安心して進路に向けて突き進んでいけますね。 

 

 

２月１日に６年生を招いて、新入生説明会が行われました。１

年生は１２月から学校生活についてどんなことを紹介するか検討

し、資料作りなどもとても意欲的に取り組みました。６年生に伝

えておきたいことをしっかり吟味して内容を決めました。準備す

る中で、この１年を振り返り、いよいよ先輩になるのだという気

持ちが高まったことでしょう。当日、説明会を終えて教室に戻る

１年生の姿は、どこか頼もしく、やり切った満足感が感じられました。先輩としての初仕事、しっかり

役目を果たしました。お疲れ様でした。 

１年生一人ひとりから６年生への一言には、「あいさつ」について記述している生徒が多かったです。

聖南中学校は校舎内ですれ違うときにあいさつを交わします。入学したての１年生はなかなか声が出

ず、先生方があいさつをしても返ってこないことが多いのです。しかし、先輩の姿を間近で見るうち

に、だんだん声が出てあいさつをするのが当たり前になっていきます。そうすると、「ああ、１年生も

聖南中生になったな」と感じます。こうやって伝統は受け継がれていきます。先輩として新入生を聖南

中生に育てていってくださいね。活躍に期待します！ 

 

生徒がつくる学校生活 

 

先輩としての初仕事 新入生説明会 １学年 

 

大雪の日に、率先して雪かきをしてくれた１年生 


